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これまでの本校ＪＲＣ部の活動の一部 （青少年赤十字の実践目標の３つにわけてご紹介）

本校ＪＲＣ部が防災活動を始めたのは、本校が避難所
に指定されているという先輩の「気づき」からです。登校
時に「避難場所」の看板を目にし、「どれくらいの人達
が避難してくるか」「学校に避難したら体育館へ行けば
いいか」などの疑問を持ったそうです。その疑問を解決
するために、学校における避難所運営、さらに防災につ
いてをテーマとして部活動で調べ始めました。東日本大
震災発災前より現在まで、先輩の想いを受け継ぎ、避難
所体験などの防災講座を地域の方とともに継続して実
施しています。現在では、より良い避難所づくりのため、
人のためという部員の想いより、非常食の研究、リラク
ゼーション、避難所運営の工夫なども始めました。

防災活動を始めたきっかけ（H19）

活動団体プロフィール

栃木県立学悠館高校は定時制です。JRC（青少年赤十字）部
は、学校創立当初より活動を続けてきており、今年で１6年
目となります。創部３年目の平成１９年度から防災活動に取
り組みはじめ、現在、部員たちの気づきの中で、活動は周辺
地域住民も巻き込みながら大きく発展してきています。

現在の防災活動～これから目指す新しい形

防災講座を継続して実施しています。特に、避難所
体験については、右のように様々な場面を想定して
おこなう等の工夫もしています。

また、以下の通り、より良い避難所づくりのための
新たな取り組みも始めました。

新しい生活様式に合わせた防災活動も目指す！


